
2025.3月吉日 

～ 法蔵院 令和慶讃法要について ～ 

☆ 慶讃法要に参観していただける お稚児さんを募集します/別紙参照 ☆ 

 

 
合掌 

 ご尊家皆様内は、益々ご清祥のことと同慶に存じます。 

2024年、浄土宗開宗850年、法蔵院開創820年を迎えました。 

下記のご報告と併せて、慶讃法要を勤修致します。 

法蔵院にとって、大変ありがたい慶讃法要です。 

檀信徒皆様におかれましては、お忙しいことと存じますが、ぜひこの機会にお参りいただき、ご先祖様

への法恩、ご自身の家内安全、無病息災をともに祈願いたしましょう。 

 

令和慶讃法要内容 

1. 浄土宗開宗850年  

2. 法蔵院開創820年 

3. 住職 有聡「僧正」叙任 

4. 長男 隆正「副住職」就任 

5. 本堂内「前机」「上机」新調落成  

 

慶讃法要法要スケジュール 

5月18日  

スケジュール 

(ア) 12：30 受付開始       

(イ) 12：50 中宿回向 法蔵院総代長 石渡様宅にて 

(ウ) 13：00 中宿より法蔵院へ奉祝練行列出発  

御寺院様、雅楽、総代、裃方、詠唱、稚児による練行列 

(エ) 13：20 山門より散華 

(オ) 13：25 本堂各塔婆前回向/来賓挨拶 

(カ) 13：45 慶讃法要 

(キ) 13：55 法蔵院本堂屋根より「菓子まき」 

(ク) 14：45 慶讃法要終了 

(ケ) 15：30  JEWELによる音楽奉納コンサート 

 

 

お願い 

当日、受付にて「本尊前」「祝儀」等をご志納いただいた方に「記念品」をお渡しします。 

※ 誠に勝手ながら、記念品準備の都合上、ご参拝の旨、4 月 10 日頃までに同封ハガキにて             

ご連絡下さい。 

※ ご志納は、祝儀袋で、「本尊前」「お祝い」「上」とお書きください。 

※ 供花、供物等のご心配は不要です。 

※ 本堂に上がられる際、靴が心配な方は、袋等お持ちください。 

 

☆ お稚児さんに出ていただけるお子様は、4/10までにお申し込みください。 

☆ 別紙参照いただきLINEにてお申込みください 

 

当日の過ごし方 

 

受付後、本堂参拝、お練り見学、

本堂内、境内、車庫でお練りの到

着をお迎えください。 

その後「山門散華」｢角塔婆回向｣

「菓子まき」を行います。 

※本堂内、境内、車庫へ席を設置

します。 

 

15：30～ 

JEWELによる 

音楽奉納コンサート鑑賞 

 

慶讃法要のお問合せは 

LINE又はお電話で 
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お練り行列の並び/予定　

令和慶讃法要について 

1. 浄土宗開宗850年 

2024年 浄土宗は開宗850年を迎えました。1175年開宗 

 

2. 法蔵院開創820年 

2024年 法蔵院開創820年を迎えました。1204年開創 

 

3. 住職 有聡「僧正」叙任 

2024年4月 住職「有聡」が「僧正」を叙任いただきました。浄土宗では上から2番目の僧階。 

 

4. 隆正 「副住職」就任 

2024年6月 長男「隆正/りゅうしょう」が浄土宗より「法蔵院副住職」を任命されました。 

 

5. 本堂内「前机」「上机」新調落成  

2025年3月 昭和47年本堂建立時に安置された「前机/  

まえづくえ」「上机/うわじょく」を新調しました。 

 

当日のスケジュール 

(ア)  12：30  受付開始 

客殿ロビーにて受付、記念品をお受け取りください。 

 

(イ)  12：50 中宿回向 

(ウ)  13：00 中宿より法蔵院へ奉祝練行列出発  

受付終了後、奉祝練行列見学、または本堂内、境内、車庫内にて、 

練行列の到着をお待ちください。 

  練行列には、導師を中心に、式衆、楽師、詠唱、総代、裃方、かわ 

  いいお稚児さんが歩きます。 

 

(エ)  13：20  山門より散華 

  練行列到着時、山門より散華を撒きます。一枚拾っていただき仏様 

  とのご縁をお結びください。 

 

(オ)  13：25  法蔵院本堂各塔婆前回向/来賓挨拶 

  副住職が各塔婆前にて洒水/しゃすいを行い、場を清めます。 

  ご来賓にご祝辞いただきます。 

 

(カ)  13：45 慶讃法要 

  新しい袈裟を被着して「副住職」が初めて導師を勤めます。 

  大本山鎌倉光明寺の若い「式衆」が、「香盤行道」を勤めます 

  本堂内、本堂前にて、ご先祖様への法恩、ご自身の家内安全、 

  無病息災を祈願しお焼香してください。 

 

(キ)  13：55  本堂屋根より「菓子まき」 

 

(ク)  14：45 慶讃法要終了 

 

(ケ)  15：30 JEWELによる音楽奉納コンサート 

  奉納ｺﾝｻｰﾄは、ご参加の人数により、本堂、或いは幼稚園ﾎｰﾙで開催します。当日ご案内します。 

裃
かみしも



慶讃法要/13：45～本堂内 

 

慶讃法要では、大本山鎌倉光明寺様の「式衆」により、「香盤行道」を勤めます。 

「香盤行道」は、毎年 10 月、光明寺の十夜法要だけで厳修される行道です。11 月 8 日に厳修する法

蔵院の十夜法要の行道とは異なります。 

慶讃法要では、「香盤行道」を、当寺の檀信徒の皆様にも共にご縁を結んでいただきたく、光明寺様へお

願いして特別に当寺本堂で厳修されることになりました。 

大変貴重なご縁です。どうぞご参拝いただき、ご先祖様の報恩功徳、 

ご自身の無病息災をご祈念ください。 

「香盤」「行道」とは？   

「香 盤」・・お香を焚く「香炉」の一種です。四角の盤状で、 

  お香を長時間絶やさず焚くために用いられます。 

「行 道」・・歩きながらお経を唱えること 

「香盤行道」・・法蔵院の十夜行道は僧侶が経を唱えながら阿弥陀様の周りを行道ますが、「香盤行道」は

阿弥陀様の前を、香盤の形、すなわち四角く特殊な行道でお経を唱えます。 

お経の節まわしも独特で、長く引き伸ばす「引声」という声明によって『引声阿弥陀経』・  

念仏をとなえ、「香盤行道」で阿弥陀様を讃えるます。 

式衆/僧侶は、「カラス」と呼ばれる、黒い水冠を頭にかぶる姿も光明寺独特です。 

 

前机、上机新調  「総金箔」の前机を参拝いただき金運あげましょう！ 

仏師：坂本章一作/京都、総金箔塗りの「前机」「上机」 

坂本氏は、総金箔の「前机」「上机」製作は「初めて手掛 

けた」とお話しされていました。 

昭和47年本堂落成時の「前机」「上机」は 

大明寺様/衣笠の本堂に安置されました。 

    坂本仏具工芸 → 

 

 

 

 

 

 

 

  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法蔵院前机

法蔵院の前机



JEWEL［ジュエル］による音楽奉納 

 

JEWEL［ジュエル］紹介                     動画 → 

 

2006年結成 ヴァイオリン華音とヴィオラ美音の姉妹にピアノの愛音を加えてクラシックポップス 

   ユニットとして活動 

2007年  1stアルバム「JEWEL」リリース 

2009年 2ndアルバム「Jewel Box」リリース 

2020年 3rdアルバム「mirage」リリース 

 

 

2010年 ニューヨークにおける国連平和会議に向けて渡米。 

    国連本部やJAPANソサエティなどで演奏 

 

 

 

これまでに嵐、KinKi Kids、TOKIO、西野カナ、矢沢永吉、AKB48、乃木坂46、など数々のアーテ

ィストのサポートミュージシャンとして 5 大ドームツアーや、FNS 歌謡祭、紅白などの歌番組に出演。 

 

2023年より都内の総合福祉施設にて「はじめてのヴァイオリン講座」を開催し、音楽を通じた社会貢

献にも力を入れている。 

 

 

～NHK紅白歌合戦出場経験あり！～ 

2024年4月、金蔵寺様（日吉）で、初めて「JEWEL」のコンサートに招待されました。 

バイオリン、ビオラ、ピアノの演奏と楽しいお話、バイオリン演奏の華音さん、ビオラ演奏の美音さんは

姉妹、ピアノ演奏の愛音さん 3 人の息はピッタリ。時には、癒される優しい音色、そしてアップテンポ

の楽しい曲、様々な演奏で素敵な時間を過ごせました。 

「いつかは当寺のお檀家様に一緒に聞いて欲しい」その夢が5 /18叶います。 

当日は「JEWEL」の音色に癒され、楽しい時間を一緒に過ごしましょう。  

～住職の感想です～ 

 

 

 

 

 

十 念 

五劫山 法蔵院 

住職 光誉有聡 

 

 

〒239-0843  

横須賀市津久井１丁目 12－5 

電話 046-848-0154 

FAX 046-848-4415 

 


